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1. はじめに 

化学混和剤は外気温の温度影響によりコンクリート

の流動性が変化することは広く知られているが，化学混

和剤そのものを加熱，高温環境下で貯蔵することによっ

て流動性が向上することはあまり知られていない．また

既往の研究 1)として著者らは普通ポルトランドセメント

において化学混和剤に熱刺激を与えることで，化学混和

剤内の分子構造に変化が現れることを報告した．熱刺激

を与えたことにより，流動性が向上することは確認でき

たが，流動性保持に関する検証は行われていない． 

そこで本研究では，化学混和剤の加熱後の性能変化の

持続性を確認するため，モルタルフロー試験で経過時間

毎の測定によるモルタルの流動性と経時変化の関係の

検証を行った．また，ポリマーの種類および含有量の差

が流動性の保持性能にもたらす影響を確認するため，同

様の試験方法で検証した． 

2. 実験概要 

2.1 使用材料および実験条件 

 表-1 および表-2 に使用材料および実験条件を示す．

化学混和剤はプレキャストコンクリートに用いられる

高性能減水剤(以下，PCa タイプと称す)とレディーミク

ストコンクリートに用いられる高性能 AE 減水剤(以下，

RMC タイプと称す)の 2 種類を用いた．また，ポリカル

ボン酸エーテル系化学混和剤の中でセメントの分散性

能が高い，高分散タイプの高性能減水剤(以下，DP タイ

プと称す)と，スランプ保持性能が高い，高保持タイプ

の高性能減水剤(以下，SK タイプと称す)の 2 種類を用

いることで，ポリマー種類および含有量の差が流動性に

与える影響を検証した．化学混和剤の添加量は，配合ご

とに一定のモルタルフロー値（0 打）になるように設定

した。DP, SK タイプについては分散性能が大幅に異なる

ため S/C を 2.0 の条件下では所定の流動性の確保が困難

であること，および化学混和剤の熱刺激による効果をより確認しやすくすることを目的に，S/C を 1.0 とした。 

2.2 試験項目 

図-1にモルタルの練混ぜ方法を示す。モルタルのフレッシュ性状試験として JIS R 5201「セメントの物理的試験 
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表-1 使用材料 

材料名 記号 種類 
密度 

(g/cm3) 

セメント N 
普通ポルトランド 

セメント 
3.16 

細骨材 S 

川砂 

(神奈川県山北産) 

吸水率；1.46% 

2.69 

混和剤 

PCa 
PCa タイプ PCE： 

高性能減水剤 
- 

RMC 
RMC タイプ PCE： 

高性能 AE 減水剤 
- 

DP 
高分散タイプの 

高性能減水剤 
- 

SK 
高保持タイプの 

高性能減水剤 
- 

 

表-2 実験条件 

条件 
W/C 

(%) 
S/C 

添加量 

(C×%) 

加熱 

温度 

(℃) 

加熱 

時間 

(hr) 

PCa 

30 

2.0 
0.56 

60 24 
RMC 0.84 

DP 
1.0 

0.40 

SK 5.30 

 

 

図-1 練混ぜ方法 
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方法」に準拠しモルタルフロー試験を行った． 

 3.実験結果および考察 

図-2 および図-3 に，普通ポルトランドセメントを用い

た PCa，RMC，DP, SK の 4 タイプの化学混和剤の熱刺激

前後でのモルタル 0 打フローの経時変化を示す．また写真

-1 および写真-2 に熱刺激前後での実験時の様子を示す．

図-2および図-3より，PCa タイプおよび DP タイプにおい

て練上り直後は流動性が向上したが，練上り後 10 分で流

動性が低下することが確認された．また，RMC タイプお

よび SK タイプにおいては，前述の 2 種と較べて保持性能

が高いことから，練上り直後から時間とともに流動性が向

上し，さらに，熱刺激による流動性向上の効果およびその

持続性も確認された．特に SK タイプは熱刺激の効果が他

の化学混和剤よりも格段に現れたため，練上り後 40 分以

降はモルタルフロー試験での測定が不可能となった．これ

らの結果から，保持ポリマーの含有量が多い程，流動性が

向上し，その持続性も確認された．既往の研究 1)において

練上り直後の流動性のみを評価したが，本研究において熱

刺激による流動性の向上効果の持続性が確認された．言い

換えれば，時間とともに効果を発揮する保持ポリマーの活

性化による性能発現の前倒しではないことが明らかにな

った．このことは，熱刺激によって絡まりあったポリマー

分子の解砕・伸展が寄与しているものと推察され，分子構

造上解砕が容易と考えられる保持ポリマーの含有量が多

い程，熱刺激の効果が高くなるものと推察される． 

4.まとめ 

 ポリカルボン酸エーテル系の高性能減水剤，高性能 AE

減水剤を加熱することにより，ポリマーの含有量の差が流

動性保持性能にもたらす影響について，本研究の範囲では

以下の知見を得た． 

1) ポリカルボン酸エーテル系化学混和剤において，保持

ポリマーの含有量の多い方が，熱刺激の効果が高い． 

2) 高分散および高保持タイプの化学混和剤を足し合わ

せ，熱刺激を与えることでより流動性の向上をより持

続させることができる． 

3) 熱刺激によって初期の分散性能が向上しても，その後

の保持性能の低下にはつながらない． 
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図-2 0打フローの経時変化 

 

 
図-3 0打フローの経時変化 

 

 
写真-1 0打フローの経時変化（熱刺激なし） 

 

 
写真-2 0打フローの経時変化（熱刺激あり；60℃-24h） 
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